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１ 実践の目的 
 

 研究テーマ「考えて行動できる力を育む

小中一貫教育の在り方」は、令和 7 年度の

小中一貫校開設に向けて、中学校の教職員

と共に育てたい児童・生徒の具体的な姿や

学校教育目標である「考えて行動できる子」

を実現していくことにつながっていく。 

 小学校と中学校を貫く取り組みの柱とし

て「探究的な学び」を生活科・総合的な学習

の時間において明らかにしていくことで、

学校として根拠のある自信を深めていくき

っかけにしたいという思いのもとに今年度

の校内研究を進めた。 

 

２ 実践の内容 
 
 教育目標（9年間で育てたい子ども像）を

同一にしたものの、小学校と中学校の教職

員が本当の意味で共通理解できていない状

況があったため、合同研究会を開き学区の

児童・生徒の様子や育みたい力を協議し、教

育目標の具体化を図った。児童・生徒の現状

を踏まえた課題に対する取り組みとして、

「対話的」「問いをもつ」「表現力」などのキ

ーワードが浮かびあがってきた。また、「探

究的な学び」が最も大切であるとの共通認

識も持つことができた。それをつくりだす

ことができれば、私たちの目指す目標に近

づくのではないかと再確認する機会となっ

た。 

 

 

 そのための実践として、以下の 3 つに取

り組んだ。 

①「生活科・総合的な学習の時間」の 9 年

間の全体計画やカリキュラムの作成 

②小中同一の単元構想図や学びのサイクル

を模索 

③教職員が 9 年間の児童・生徒の実態や必

要な教育内容を理解するための授業実践 

 

①については、来年度の完成を目指して 

いる。学ばせたい内容（探究課題）と付けた

い力（資質・能力）を見据えた９年間のカリ

キュラムの修正を行ってきた。 

 

 ②については、小学校１年から中学校３

年まで同じ単元構想シートの型を用い、一

年間の学習を可視化し、それを共有した。

「知りたい、してみたい。」という児童・生

徒の願いや思いからはじまる探究的な学び

になっているか、材との出会わせ方は効果

的であるか、教師側が学習のゴールを捉え

ることができているか、様々なことを確か

められるツールであることが分かった。 

 

 ③について、小中合同で授業研究を行う

ことで、小学校の総合的な学習の時間の授

業の様子を中学校の教職員が把握したり、

小学校の教職員が中学生の発達段階を目の

当たりにしたりする良い機会ともなった。

実践事例をいくつか紹介したい。 
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３学年 単元名 

「どうする！？大豆のことを色々知ろう」 

学習のゴールを、『大豆を通して、食べ物を

育てて食べることの大変さに気づく』に設

定した。単元構想シートを何度か作り変え、

児童の実態や発達段階に合った学びに修正

を加えた。探究的な学びにするには、「『失敗』

の取り扱いを大切にする」という手立てを

取った。教師側が先を心配して手を掛けす

ぎないようにする。そして、上手くいかない

ことやつまずいたことに学びのチャンスが

あることを、総合的な学習の時間でダイナ

ミックに味わっていくことを意識した。大

豆が育たなかった時も、教師が豆を準備す

るのではなく、児童に「どうしたい？」と投

げかけ、児童の願いや思いを引き出すよう

にした実践した。 

 

６学年 単元名 

「日本の伝統文化を守っている人の想い」 

学習のゴールを「伝統文化を大切に守って

いくことは、自分たちにもできるというこ

とに気づく」に設定した。寺院・古墳・人と

いう地域の材に出会わせ、「日本の文化」「日

本の伝統」について考えるきっかけとした。

さらに探究し、「日影茶屋」という和菓子店

を訪ね、「おもてなしの心」を学ぶ。そこか

ら『おもてなしとは何か？自分たちがおも

てなしをするために必要なことは何か？』

という課題を立て、対話的で探究的な学び

につなげた実践例となった。 

 

指導助言者は、小田部英仁先生であり、

「探究的な学びとは」「小中一貫教育の取り

組みと生活科・総合的な学習の時間の学び」

という題で講演会をもち、教職員全体で理

解を深めた。系統的な学びによって学習効

果が高まること、そのためには「児童・生徒

観、指導・授業観、評価観という『観』の共

有をさらに行っていく必要性を伝えていた

だいた。 

 
３ 実践の成果 

多くの学年か

ら成果として聞

かれたものとし

て、「教師の意識

が変わった」と

いうものがあっ

た。他教科にも

つながる教師側

の指導のアップデートが、「自分から予想し

たり考えたりする姿が見られるようになっ

た。」「自分たちで話し合って意思決定した

り、解決したりする文化が根付き、学校生活

の様々な場面で生かされている。」という児

童の変容を生み出している。 

 

４ 今後の展開 
来年度も同じ研究テーマに取り組む予定

である。今年度、小中合同で築きあげた学び

をさらに広げていかなければならないであ

ろう。 

具体的には、将来に向けて必要とされる

さまざまなスキルや態度を身に付けるため、

生活科・総合的な学習の時間における資質・

能力を整理し、それらを共有すること。次に、

主体的な学びを促す重要な要素である探究

課題（領域）の整備すること。最後に、より

意味のある学びを得るために、実践の蓄積

と成果の共有をすることである。 

 柔軟な授業展開によって、児童・生徒の関

心や学びの広がりを引き出したい。またそ

れによって、研究テーマ「考えて行動できる

力の育成」の実現を目指していきたい。 


